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言語論的転回以降の 社会化論の 可能性

　鱒驪

　20 世紀の 大きな思想的転換の ひ とつ に、「言語

論的転回 lnguistic　tum 」があげられる。 ウ ィ
ー

ン学団 に始ま り、ロ
ー

テ ィ Richard　Ro貢y によ っ

て広く知られるようになっ た この 思潮は、ポ ス ト

モ ダン
、 ポス ト構造主義な どの諸理論と関連 しあ

い ながら、従来 の 人文 ・社会科学の パ ラダイム ・

シ フ トに多大な影響力をもたらした。

　しか しなが ら、教育社会学におけるその イ ン パ

ク ト、特に社会化論に対するそれ は、これまで あ

ま り言及 され て こなか っ たよ うに思われる。本報

告は、言語論的転回 との 関連の もとで社会化論を

改めて概観し、今後の展開可能性を見出そ うとす

るもの である。

　
一

般に、社会化 とは、個人が生活する （し よ う

とする）社会に適切に参加する こ とが可能に な る

よ うな価値や知識や技能な どを、他者との相互作

用 の なか で習得する過程で ある、とされ る （柴野

1992、渡辺 1992な ど）。こ の 過程の 内実、お よ び

それを研究する理論的視角につ い て は、言語論的

転回を踏まえるとき、再考が迫られ よ う。

　従来論 じられてきた社会化は、あ る
一

つ の 文化

体系の 下でなされ る 「一次元的」 「連続的」な過程

で あ り、その 結果として の ア イデン テ ィ テ ィ もそ

の よ うなもの として 了解され て きた1。果た して そ

れ は妥当なの か、改め て 問 う必要が ある。 渡辺

（1996）は、社会化研究の 領域 と して、  社会化

の 時期、  社会化 の 内容、  祉会化の場、  社会

化 の 背景、の 四つ の 軸を提示 してい るが、殊に  

社会化の 内容は、後期近代社会やグロ
ーバ リゼー

シ ョ ン を背景とする、他 の 三側面の 変容、多様化

とあい まっ て、もはや自明の もの とは い い 難くな

っ た 。 そ してそ の 結果 として あらわれ る アイデ ン

テ ィテ ィ の様相もまた、再検討され なければなら

ない だ ろ う。

　理論的な潮流をみると、 構造機能主義的パ ラダ

イ ム と解釈論的パ ラダイ ム とい う二 つ の 大きなも

の に分けられ る。すなわち 、 前者はパ ー
ソン ズ 、

マ ー
トン らに代表され るが 、 社会化を社会シ ス テ

ム の 機能要件と して考察し、 シ ン ボ リッ クイ ン タ

ラ ク シ ョ ニ ズ ム 、エ ス ノ メ ソ ドロ ジーなどの系譜

で ある後者は個人 の 学習過程 とい う側面を強調 し

て社会化を論 じて い る。 近年の教育社会学の潮流

として 、解釈的アプ ロ
ー

チが定着しっ つ あ り2、祉

会化研究もまた同 じ流れ にある 。 そ の思想的背景

に言語論的転回がある こ とは、い まい ちど確認 さ

れるべ きではない だ ろ うか。

　以上 の 関心 の もと、本報告では、まず、言語論

的転回 を広 く知 らしめたロ
ー

テ ィ 自身に よる社会

化論、アイデンテ ィ テ ィ観を検討する。

　言語論的転回とは、普遍 的、恒久的な 「真理」

を追究する研究か ら 「言語」 に焦点を当て た研究

へ とシ フ トするこ とを意味する。こ の 転回を踏ま

えた ロ
ー

テ ィ のネオ ・プラグマ テ ィ ズ ム は、従来

の プラグマ テ ィ ス トの 諸論 とは
一

線を画 して い る

（柳沼 2002）。すなわち、従来の プラグマ テ ィ ス

トの経験主義的な立場とは異な り、ロ
ー

テ ィ は 厂言

語」 による認識 とそれ に基づ く社会的実践に 焦点

を当て るの だ。ロ
ー

テ ィ にお い て は、全て は 「偶

然」の あ らわれなの であ り、（た とえばエ リク ソ ン

の想定するような）「近代的な」自我 の 実体牲 は 否

定 される。自我 とは外界との 接触 によっ て 生じる

「信念や欲求の 網 の 目」 その もの で あ っ て 、断じ

て 「それ らの信念や欲求 をもつ 存在」 ではない。

そ して こ の 自我 と外界を媒介す るもの こ そ、「言
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語」 なの だ （Rorly　1989＝2  ）。
こ こ で提示 され

るの が
、

「会話」を通じた人間形成／創造を意味す

る 「啓 発 edification 」 概 念 で あ る （Rorty

1979＝1993）。
「啓発」 は 、 解釈学的活動で ある と

ともに、新しい 言葉や語彙 メタ フ ァ
ー

を獲得／

創造するよ うな 「詩的」 な活動でもあるとい う。

　 さらに ロ ーテ ィは （「解釈学的転回」 を経て ）、

その 論点を政治的／倫理的なもの へ と移行させ る

こ ととなる 。 彼 の い う自己形成、社会化は、他者

に対する感受性や想像力 を育てる過程であり、 ひ

い て は 「リベ ラル な連帯」社会を可能 とす るもの

だと主張される。

　　「反表象主義」、「反本質主義」、「反基礎づ け主

義」 などと特色づけられる ロ ーテ ィ のネオ ・プラ

グマ テ ィ ズ ム の思想は、社会化を公共性 へ とひ ら

き、政治／倫理的な行為ととらえなおす可能性を

もっ て い るとい えよう。

　しか し、ロ ーテ ィ の い うりベ ラ リズ ム は、保守

的だとの 批判もある。報告者 も、彼の 「他者」 「差

異」 の 見方は い ささか楽観的あるい は単純にすぎ

るの で はない か とい う疑念をもつ 。また、とりわ

け 1990 年代以降の ロ
ー

テ ィ が展開する文化左翼

批判に おい て は、議論に混乱があるよ うにもみ う

け られ る3
。

よ っ て本報告で は、ロ
ー

テ ィ と、彼が

批判する／されるとこ ろの 「文化左翼」 すなわち

カル チ ュ ラル ・ス タディ
ーズやポ ス トコ ロ ニ ア リ

ズ ム における ア イデン テ ィ テ ィ
・ポ リティクス の

議論や、それに関連するジル
ー Henry　Girouxの

批判教育学と対照させ るこ とによ り、今後の 社会

化論お よびアイデン テ ィテ ィ論の課題 と可能駐を

提示 したい
。

1 た とえば、　 「異文化間教育」 とよばれ る研 究領

域で は、外国人子女、帰国子女、留学生の 「不連

続」 な文化化 （／社会化）の 過程 （およびそ の 問

題解決）とし て異文化間教育が構想されてい る （た

とえば江淵 1997など）。 これ は従来の
一
般 的な

社会化観の 裏返 しとい えよ う。

2 そ の 整理 と位置づ けに関 しては、た とえば稲垣

（1990）を参照．。

3北田 （2001）を参照o
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